システムコントロールフェア２０１１開場式挨拶
【SCF実行委員会会長　奥野会長】
今回、システムコントロールフェア２０１１の実行委員会の会長を努めさせていただきました奥野でございます。
本日は、お忙しいなか、開場式に、このような多数の皆様にお集まりいただきまして、誠にありがとうございます。
さて、前回２００９年開催の「システムコントロールフェア２００９」は、「ものづくりの未来へ」をテーマとして開催しましたが、リーマンショックの影響を受け、出展小間数、来場者数とも非常に厳しい状況でした。
私ども実行委員会は、今回の「システムコントロールフェア２０１１」では、市況が前回より回復していることを前提に、成功させるために１年半の間、様々な検討を実施してまいりました。
実行委員会の検討のなかで、テーマを「環境・安全・安心を創造」とし、キーワードを「環境」「安全」「安心」「ものづくり」として、できるだけ広く、社会と産業の未来へ向けて、最先端技術の提供をしようと進めてきましたが、３月１１日の東日本大震災により、開催そのものをどうするかという状況となってしまいました。
実行委員会にて、充分に検討した結果、震災で大きな影響を受けた日本のものづくりの復興のためにも開催することを決定し、緊急テーマとして「がんばろう日本のものづくり」を設定しました。
被災された方々や各企業には、心よりお見舞い申し上げますが、開催することで少しでもお役に立てればと考えております。
また、来場者数に応じて、義援金の寄付も実施させていただきます。
一日も早い復興を心よりお祈り申しあげます。
そして、成功のために、前回も実施した大学・高専研究発表コンテストのほかに、「システムコントロールフェア２０１１」の目標入場者数である４万人を達成するための新たな取り組みとして、様々な来場者動員施策、さらには計測展との連携等も実施いたします。
これらにより、活気に満ちた「システムコントロールフェア２０１１」となることを確信しております。
最後になりますが、本日から三日間、歴史ある「システムコントロールフェア２０１１」の開催にあたり、ご後援いただいた経済産業省、ご協賛いただいた各団体、そして前回を大きく上回る規模の出展をいただきました出展企業各社にお礼申し上げまして、挨拶とさせていただきます。
本日は、ありがとうございます。
以上
